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　近年全国的に多発しており、三重
県内でも発生しています。
　鶏レバーやささみなどの刺身、鶏
肉のタタキなどの半生製品、加熱不
足の食肉調理品が主な原因食事です。
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・カンピロバクターはニワトリや牛など、
　あらゆる動物の腸管内に生息しており、
　食品や飲料水を介して感染します。
・少量の菌（数100個程度）でも感染・発症します。
・乾燥に弱く、空気にさらされると死滅しますが、
　低温（10℃以下）でも生き続けます。

市販鶏肉のカンピロバクター保有率
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